
R6 年測量士午前問題解答 

〔Ｎ０．1〕 

   次のａ～ｅの文は，測量法（昭和 24年法律第 188 号）に規定された事項について述

べたものである。明らかに間違っているものだけを全て含む組合せはどれか。次の１～５の

中から選べ。 

a. 基本測量及び公共測量以外の測量とは，基本測量及び公共測量の測量成果を使用しかい

で実施する測量である。 

ｂ. 測量作業機関とは，測量計画機関の指示又は委託を受けて測量作業を実施する者をい

う。 

ｃ. 測量標とは，永久標識，一時標識及び仮設標識をいう。 

ｄ. 測量業者は，その営業所ごとに測量士又は測量士補を一人以上置かなければならない。 

e. 測量業者は，その業務を誠実に行い，常に測量成果の正確さの確保に努めなければなら

ない。 

 

 

 

 

Ans 1 

解説 

ａ．間違い。(以外の測量は基本・公共の成果を使用する測量) 

ｂ.正しい。（作業機関は計画機関の指示・委託を受ける） 

ｃ.正しい。（永久、一時、仮設標識をいう） 

ｄ.間違い。（営業所に測量士 1 名をおく） 

e.正しい。（業務を誠実に行い、正確さの確保が義務） 

ad が間違いなので、1 が解答。 

 

 

 

 

 



 

〔Ｎ０．2〕 

   次の１～５の文は，国際地球基準座標系(以下｢ＩＴＲＦ｣という。)について述べたも

のである。 

  明らかに間違っているものはどれか。次の１～５の中から選べ。 

1. IＴＲＦは，GNSS やＶＬＢＩなどの宇宙測地技術を用いた国際協力による観測に基づ

き構築・維持されている。 

2. IＴＲＦのＸ軸は，回転楕円体の中心及び経度 O゜の子午線と赤道との交点を通る直線

であり，回転楕円体の中心から経度 O゜の子午線と赤道との交点に向か引直は正である。 

3. IＴＲＦのＹ軸は，回転楕円体の中心及び西経 90゜の子午線と赤道との交点を通る直線

であり，回転楕円体の中心から西経 90゜の子午線と赤道との交点に向か引直は正である。 

4. IＴＲＦのＺ軸は，回転楕円体の短軸と一致し，回転楕円体の中心から北に向か引直は

正である。 

5. 日本経緯度原点の位置をＩＴＲＦで表すと，Ｘ，Ｙ，Ｚの符号は，それぞれＸは-，Ｙは

+，Ｚは+である。 

 

 

Ans 3 

解説 

1. 正しい。 

2. 正しい。？（回転楕円体の重心から赤道と経度０°の子午線との交点を結ぶ軸を X軸） 

3. 間違い。（東経 90°の子午線と地球の中心を結ぶ軸） 

4. 正しい。 

5. 正しい。（X は-、Y は+、Z は+） 

中心＝重心 

 

 

〔Ｎ０．3〕 

   次の１～５の文は，地理情報標準プロファイル（以下「JPGIS」という。）について述

べたものである。明らかに間違っているものはどれか。次の１～５の中から選べ。 

1. JPGISは，異なる使用者，システム及び場所の間において地理空間データを取得，処理，

解析，アクセス，表現及び転送するための手法，手段及びサービスを実現するために最低限

必要となる基本的な要素を整理したものである。 

2. JPGISでは，地理空間データを作成する場合においては，ＸＭＬ形式やＧＭＬ形式で符

号化することを推奨している。 

3. JPGISでは，画像データについて特定の形式を指定しておらず，一般的に使用されてい



る形式を使用できる。 

4. JPGISは，地球上の位置と直接的に関連付けられたオブジェクトのみに関する情報処理

技術のための実用標準である。 

5. JPGIS では，JMP2.0 仕様書（目木版メタデータプロファイル）を使用してメタデータ

を作成することとしている。 

 

 

 

Anｓ4 

解説 

1. 正しい。 

2. 正しい。 

3. 間違い。（圧縮ファイルは不可） 

4. 正しい。 

5. 正しい。 

 

JPGIS（地理情報標準プロファイル）とは GIS の基盤となる空間データに関する規格の一

つで、日本国内における標準規格である。異なるシステム間での互換性の確保を主目的とし

て、データの設計、品質、記述方法、仕様の書き方等のルールを定めたもの。国際規格（ISO 

19100 シリーズ）、日本工業規格（JIS X 7100 シリーズ）に準拠しつつ、内容を実利用に即

して絞り体系化した、より実用的な規格である。JPGISの利用が進むことで、データの相互

利用しやすい環境が整備され、異なる整備主体で整備されたデータの共用、システム依存性

の低下、重複投資の排除等の効果が期待されている。 

 

〔Ｎ０．4〕 

   図４に示すような三次元直交座標系において，ある点（ｘ,ｙ,ｚ）をｚ軸の周りに図

４に示す方向にある角度回転させたとき，式４により点（ｘ’,y’,z’）に移されるものとする。 

 



 

 点Ａ（1.000，2.000，3.000）が式４により点Ａ‘に移されるとき，点ｙの座標値は幾らか。

また，式４によりｚ軸の周りに図４に示す方向へ回転する角度は幾らか。最も近い数値の組

合せを次の１～５の中から選べ。 

 なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関散表を使用すること。 

 

 

 

 

 

 

 

Ans 2 

解説 

 

 

 

 



 

{
𝑥′ = 𝑥 𝑐𝑜𝑠 𝜃 − 𝑦 𝑠𝑖𝑛 𝜃

𝑦′ = 𝑥 𝑠𝑖𝑛 𝜃 + 𝑦𝑐𝑜𝑠 𝜃

𝑧′ = 𝑧

 

[
𝑥′
𝑦′

𝑧′

] = [
𝑐𝑜𝑠 𝜃 − 𝑠𝑖𝑛 𝜃 0
𝑠𝑖𝑛 𝜃 𝑐𝑜𝑠 𝜃 0

0 0 1
] [

𝑥
𝑦
𝑧

] 

𝑥′ = 𝑎𝑥 − 𝑏𝑦 

𝑦′ = 𝑎𝑦 + 𝑏𝑥 

𝑎 = cos 𝜃 

𝑏 = sin 𝜃 

[
𝑥′

𝑦′] = [
𝑥 −𝑦
𝑦 𝑥 ] [

𝑎
𝑏

] = [
1 −2
2 1

] [
𝑎
𝑏

] = [
−1.232
1.866

] 

[
𝑥′
𝑦′

] = 𝑅 [
𝑎
𝑏

] 

[
𝑎
𝑏

] = 𝑅−1 [
𝑥′
𝑦′

] = [
0.2 0.4

−0.4 0.2
] [

−1.123
1.866

] = [
0.5

0.866
] 

tan 𝜃 = 𝑏
𝑎⁄ = 0.866

0.5⁄ = 1.047 

𝜃 = arctan (
𝑏

𝑎
) = 1.0472 = 60° 

 

解答 2 （訂正 2025.1.29） 
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〔Ｎ０．5〕 

   ある距離の偶然誤差だけを含む一群の測定値について，平均値が 80.000 m， 標準偏

差が 0.010 m の結果を得た。測定値の分布が近似的に正規分有に従うと仮定した場合，測

定値が 80.005 m と 80.010 m の間になる確率は幾らか。最も近いものを次の１～５の中か

ら選べ。 

   ただし，必要に応じて表５の正規分布表（上側確率）の値を使用すること。ここで，

表中のＺは平均値が 0，標準偏差が１の標準正規分布における標準化変数である。 

   なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関散表を使用すること。 

 

 

1. 15.0％ 

2. 15.9％ 

3. 22.7％ 

4. 30.9％ 

5. 46.7％ 

 

 



Ans 1 

解説 

𝑡 =
𝑥 − 𝑥̅

𝜎
=

80.005 − 80

0.01
~

80.01 − 80

0.01
= 0.5~0.1 

p1=0.30854 

p2=0.14988 

p=0.30854-0.15866=0.14988 

答え 14.988％ 

〔Ｎ０．6〕 

   次の１～５の文は，測量法（昭和 24 年法律第 188 号）における測量の基準について述べたものであ

る。明らかに間違っているものはどれか。次の１～５の中から選べ。 

1. 基本測量及び公共測量において，距離及び面積は，測量法で規定する回転楕円体の表面上の値で表示す

る。 

2. 日本経緯度原点及び日本水準原点の原点数値は，測量法施行令（昭和 24 年政令第 322 号）で定められ

ており，過去に改正されたことがある。 

3. 基本測量及び公共測量において，位置は，地理学的経緯度及び平均海面からの高さで表示する。ただ

し，場合により，直角座標及び平均海面からの高さ，極座標及び平均海面からの高さ又は地心直交座標で

表示することができる。 

4.地理学的経緯度は，世界測地系に従って測定しなければならない。 

5.基本測量の測量成果は，国際地球基準座標系（ＩＴＲＦ）が更新されると，直ちに修正されなけ ればな

らない。 

 

 

Ans 5 

解説 

 

 

 

 

 

 

1 〇 法11条

2 〇 施行令2条

3 〇 法11条

4 〇 法11条

基本測量の測量成果は、ITRFに準拠しているが、変更されても

直ちに修正はされないので
×5

基本測量、公共測量において、距離、面積は楕円体上で表示

経緯度原点、水準原点は施行令で定め、過去に改正された

位置は地理学的経緯度、平均海面からの高さで表す

地理学的経緯度は世界測地系で測定する



〔Ｎ０．7〕 

   次の１～５の文は，公共測量におけるトータルステーション（以下「TS」という。）を用いた基準点

測量について述べたものである。明らかに間違っているものはどれか。次の１～５の中から選べ。 

1. 新点の位置精度は，既知点及び新点の配置によって影響を受けるため，作業規程において標準となる路

線の辺数，路線長，路線図形等が定められている。 

2. 距離測定は，１規準１読定を１セットとし，２セット行う。 

3. 距離測定の気象補正に使用する気温及び気圧の測定は，TS を整置した観測点で，距離 測定の開始直

前又は終了直後に行う。 

4. TS で測定される斜距離には,反射鏡定数の誤差などの測定距離に比例しない誤差が含まれる。 

5. 水平角観測においては，対回内の観測方向数は５方向以下とする。 

 

 

Ans 2 

解説 

 

〔Ｎ０．8〕 

   公共測量において，トータルステーションを用いた結合多角方式により１級基準点測量を行った。

図８は，平均図に点検路線を加筆したものである。①～⑧は，観測終了後に行う水平位置及び標高の閉合

差による点検計算のための点検路線を路線番号で示したものである。点検路線の組合せとして最も適当な

ものはどれか。次の１～５の中から選べ。 

   ただし，点間距離は全て同じであるものとする。 

 

2 37条 ×

3 距離測定の気温、気圧の測定は観測開始直前、終了直後に行う 37条 〇

5 37条 〇方向観測法の方向は5方向以下とする

新点の位置精度は、既知点・新点のは位置で影響を受けるの

で、路線の辺陬、路線長、路線図形が決まっている

斜距離には、反射鏡定数の誤差など測定距離に比例しない誤差

が含まれる

〇

〇

1

4

準則23条

距離測定は、1視準2読定を1セットとするので



 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ans 5 

解説 



 

 

 

 

解答 5 

〔Ｎ０．9〕 

   次の１～５の文は，公共測量における GNSS 測量機を用いた１～４級基準点測量について述べたも

のである。明らかに間違っているものはどれか。次の１～５の中から選べ。 

１. １級基準点測量，２級基準点測量及び３級基準点測量においては，既知点を電子基準点のみとするこ

とができる。 

2. スタティック法による観測距離 10 km 以上の観測でＧＰＳ ・ 準天頂衛星及びＧＬＯＮＡＳＳ衛星を

用いる場合は，使用衛星数を６衛星以上とする。 

3. ネットワーク型ＲＴＫ法では，位置情報サービス事業者で算出された補正データ等又は面補正パラメ

ータを，携帯電話等の通信回線を介して移動局で受信すると同時に移動局で GNSS 衛星からの信号を受信

し，移動局側において即時に解析処理を行って位置を求める。この解析処理は，観測終了後に後処理によ

り行ってもよい。 

4. スタティック法及び短縮スタティック法におけるアンテナ高の測定は，標識上面から GNSS アンテナ

の位相中心までとする。 

5の場合 ②、④、⑤、⑦、⑧

すべての単位多角形の閉合：⑦、⑧

点検路線は短いもの：②、④

既知点を結ぶ：⑤（又は①）



5. スタティック法及び短縮スタティック法による基線解析では，原則としてＰＣＶ補正を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

Ans 4 

解説 

 

 

〔Ｎ０．10〕 

   公共測量において GNSS 測量機を用いた基準点測量を行い，電子基準点Ａから新点Ｂまでの距離

12,000.00 m， 新点Ｂの楕円体高 497.57m を得た。このとき，新点Ｂの標高は幾らか。最も近いものを次

の１～５の中から選べ。 

   ただし，電子基準点Ａの標高は 492.48 m， 楕円体高は 534.09m であり，ジオイド高は，電子基準

点Ａから新点Ｂの方向へ，距離 1,000.00m 当たり－0.07m の一様な変化をしているものとする。 

   また，距離は楕円体面上の距離とする。 

   なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数夫を使用すること。 

 

 

1 〇 準則22条2

41条〇

2

3

4

5

〇 37条

37条〇

× 37条

スタティック法で観測距離10ｋｍ以上の観測でGPS・QZSS・GLONASSを

用いる場合は6衛星以上にする

ネットワーク型RTK法では、位置情報サービス事業者で算出された補正

データ・面補正パラメータを、携帯電話で受信し、移動局でGNSS衛星か

らの信号を受信し、移動局で即時に解析処理で位置を求める。これは、観

測終了後に後処理で行ってもよい。

スタティック法・短縮スタティック法におけるアンテナ測定は、標識上面

からGNSSアンテナの位相中心までとする（アンテナ底面が正しいので）

スタティック法・短縮スタティック法における基線解析では、原則として

PCV補正を行う

1～3級基準点測量では、既知点を電子基準点とすることができる



 

Ans 4 

解説 

 

A 点の標高 HA=ｈA-ΔA=492.48ｍ 

B 点のジオイド高ΔB＝ΔA+δhB=41.61ｍ-0.84ｍ＝40.77ｍ 

新点 B の標高 HB=ｈB-ΔB=497.57ｍ-40.77ｍ＝456.80ｍ 

〔Ｎ０．11〕 

   次のａ～ｅの文は，公共測量における GNSS 測量機による水準測量（以下「GNSS 水準測量」とい

う。）について述べたものである。明らかに間違っているものだけの組合せはどれか。次の１～５の中から

選べ。 

a. 標高を定める測量であるため，GNSS 水準測量では，ＰＣＶ補正を行わない。 

b. GNSS 水準測量では，国土地理院が提供するジオイド・モデルを用いることにより，既知点からの距離

が 6～40 km の範囲において３級水準点を設置できる。 

c. GNSS 水準測量で使用できる既知点の種類は，一～二等水準点，電子基準点（標高区分：水準測量によ

る）及び１～２級水準点である。 

d．ＧＮＳＳ水準測量では，スタティック法又はネットワーク型ＲＴＫ法により観測を行う｡ 

e. 大気中に含まれる水蒸気などによって電波の伝搬遅延量が増加し、高さ方向の精度に影響することか

ら、寒冷前線や温暖前線が通過しているときは、原則として観測を行わない。 

 

 

標高HA

492.48 B

楕円体高ｈB 

楕円体高ｈA 497.57

楕円体 地形

ジオイド

ジオイド高ΔA＝41.61ｍ 12ｋｍ

δhB＝-0.07ｍ/ｋｍ×12ｋｍ＝-0.84ｍ

534.09m



 

Ans 2 

解説 

 

〔Ｎ０．12〕 

   次のａ～ｅの文は，公共測量における水準測量の誤差とその対策について述べたものである。 

  明らかに間違っているものだけの組合せはどれか。次の１～５の中から選べ。 

a. 望遠鏡の鉛直軸測頃いているために生じる誤差を視準線誤差といい，三脚の特定の１本を常に同一の

標尺に向けて整置し，観測することで消去できる。 

b. 標尺の零目盛が正しくないために生じる誤差を零点誤差といい，レベルの設置回数（測点数）を偶数回

にすることで消去できる。 

ｃ. 標尺の下方を読定しかいことで，大気の屈折による誤差の影響を小さくすることができる。 

d. 簡易水準測量においては，標尺付属水準器を使用して標尺を鉛直に立てることで標尺の傾きによる誤

差を小さくすることができる。標尺付属水準器が無い標尺を使用する場合は，標尺を前後にゆっくり動か

して読定値が最大となるところを続む。 

ｅ. 地球の曲率の影響によって生じる誤差は，前視標尺と後世標尺を結石直線上の中央にレベルを整置す

ることで消去できる。 

 

 

 

Ans 1 

解説 

a ×

b 〇 準則76条

c 〇 75条

d × 90条

e 〇 90条

PCV補正を行うので

3級水準測量

既知点

観測はスタティック法で行うので

気象条件



 

 

〔Ｎ０．13〕 

   図 13 に示す水準点Ａ～Ｄにおいて，公共測量における２級水準測量を実施し，表 13 の観測結果を

得た。点検の結果，環閉合差が許容範囲を超えたことから往路及び復路の再測を行うこととした。再測路

線として最も適当なものはどれか。次の１～５の中から選べ。 

   ただし，環閉合差の許容範囲は５ｍｍ√S（S は観測距離，ｋｍ単位）とする。 

   なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。 

 

 

a ×

b 〇

c 〇

e 〇

×
標尺の気泡管で標尺を鉛直に立てられ、標尺を前後に動かして

読定値の最大値を読むは間違い→最小値を読む
d

鉛直軸誤差は消去できず、少なくできる

標尺の零点誤差は器械の偶数回設置で消去できる

標尺の20ｃｍ以下を読まないで光屈折誤差を少なくできる

地球の曲率の影響は標尺間の中央に器械を据える



 

 

Ans 3 

解説 

 

環 閉合差 距離kｍ 制限値ｍｍ

I -0.016 9 15

II -0.006 9 15

III 0.028 16 20

(1)+(5)-(3)＝

(4)+(6)-(5)＝

(3)-(6)-(2)=

条件式



 

 

〔Ｎ０．14〕 

   次の１～５の文は，公共測量における地形測量のうち，GNSS 測量機を用いた現地測量について述

べたものである。明らかに間違っているものはどれか。次の１～５の中から選べ。 

1. キネマディック法又はＲＴＫ法による地形，地物等の測定において，観測に使用する衛星数は，５衛星

以上を標準とする。 

2. ネットワーク型ＲＴＫ法による TS 点の設置を単点観測法により行う場合は，作業地域周辺の既知点に

おいて単点観測法により整合を確認するものとし，整合を確認する既知点数は１点を標準とする。 

3. キネマディック法又はＲＴＫ法による地形，地物等の測定は，基準点又は TS 点に GNSS 測量機を整

置し，放射法により行うものとし，観測は１セット行うものとする。 

4.ネットワーク型ＲＴＫ法による地形，地物等の測定は，GNSS 測量機１台で行うことができる。 

5. 使用する測量機は，２級以上の性能を有する GNSS 測量機とする。 

 

 

 

 

Ans 2 

解説 

制限値ｍｍ

I

II

III



 

〔Ｎ０．15〕 

   Ａ市では，５年前に作成した地図情報レベル 1000 の数値地形図データを公共測量により修正する

こととした。次のａ～ｅの文は，その作業内容について述べたものである。明らかに間違っているものだ

けの組合せはどれか。次の１～５の中から選べ。 

a. 市域の一部において，国土地理院が２年前に作成した地図回報レベル 2500 の基盤地図情報が公開され

ていたため，当該基盤地図清報から経年変化箇所の建築物の外周線データを取得した。 

ｂ. ４年前に完成した道路について，車載写真レーザ測量によって修正データを取得した。 

ｃ. 市域の一部において，２年前に撮影した空中写真から地上画素寸法 O｡4m の写真地図を作成していた

ため，３年前に完成した体育館の修正データを当該写真地図から取得した。 

ｄ. 半年前の土砂災害で形状が変化した斜面について，ＵＡＶ（無人航空機）レーザ測量によって修正デ

ータを取得した。 

e. １年前に完成した海岸部の埋立地について，ＵＡＶ写真測量によって修正データを取得した。 

 

 

Ans 1 

解説 

5 使用する測量機は、2級以上の性能を持つGNSS測量機とする 〇 113条

〇

×

〇

〇

準則119条

120条4

123,124条

123条

キネマティック法又はRTK法による地形、地物測定に使用する

衛星数は5衛星以上

ネットワーク型RTK法によるTS点設置を単点観測法による場合

は、...整合を確認する点は3点以上なので

キネマティック法又はRTK法による地形、地物の測定は基準点

又はTS点にGNSSを設置し、放射法により、観測は1セット

ネットワーク型RTK法による地形地物の測定は、GNSS1台で行

うことができる

1

2

3

4



 

 

〔Ｎ０．16〕 

   公共測量におけるトータルステーション（以下「TS」という。）を用いた細部測量において，地形，

地物等の状況により，図 16 に示すとおり基準点Ａ及び基準点Ｂから TS 点Ｃを設置することとした。次の

文は，この TS 点の水平位置の精度（標準偏差）を求める手順について述べたものである。 

基準点Ａ，基準点Ｂの平面直角座標系（平成 14 年国土交通省告示第９号）に基づく座標値は表 16－1 のと

おりである。 

 基準点Ａに TS を整置し，放射法により TS 点Ｃの観測を行ったところ，表 16－2 の結果を得た。使用し

た TS の水平距離 7）を測定する精度（標準偏差ら）は５ ｍｍ， 水平角αを測定する精度（標準偏差ら）

は 5″とする。また，TS による距離測定と角度測定は独立で互いに影響を与えないものとし，基準点の誤

差及びその他の観測誤差は考えないものとする。 

 

 

 

 

〇

〇

a

b

c

d

e

不可の理由

縮尺小の地図から大の地図を使

用してはいけない

地上解像度だけでは図の縮尺が

分からない

×

〇

×

市域の一部でGSIが2年前に作成した地形図2500が公開されてい

たので、経年変化箇所の建築物の外周線を取得した

4年前に完成した道路について、MMSレーザ測量で修正データ

を得た

市域の一部で、2年前に撮影した空中写真から地上画素寸法0.4

ｍの写真地図を作成していたので、3年前に完成した体育館の

修正データに利用した

半年前に土砂崩れの斜面について、UAVレーザ測量で修正デー

タを取得

1年前に完成した海岸部の埋め立てについて、UAV写真測量に

よって修正データを得た

修正測量等



 

 

 

 

 基準点Ａから TS 点Ｃへの方向角θは,観測した水平角α及び基準点Ａから基準点Ｂへの方向角７と式

16－1 の関係かおる。式 16－1 に対する誤差伝搬の法則から，方向角θの標準偏差σθについて，σθ＝

σαであることが分かる。 

...式 16-1 

 

 

 TS 点ＣのＸ座標 Xc 及びＹ座標 Yc は，基準点Ａから TS 点Ｃの観測によって得られる水平距離 D と方



向角θを変数とした関数 f(Ｄ，θ)及び g（D,θ)として，それぞれ式 16－2 及び式 16－3 のように表すこ

とができる。ここで，XA,YA はそれぞれ基準点ＡのＸ座標値，Ｙ座標値である。 

 

距離と角度の測定が独立であることから，観測値Ｄ，θにおける Xc の分散𝜎𝑋𝑐
2 は，式 1←2に対して誤差伝

搬の法則を用いると式 1-4 で求められる。 

 

Yc の分散𝜎𝑌𝑐
2 についても，式 16－3 において上記と同様に考えることができる。 

 このとき･今回設置した TS点ＣのＸ座標値及びＹ座標値の標準偏差𝜎𝑋𝑐,𝜎𝑌𝑐は幾らか。最 

も近いものの組合せを次の１～５の中から選べ。 

 ただし，式 16－2，式 16－3 及び式 16－4 の距離の単位はｍｍ，角度の単位はラジアンとし， 

１ラジアンは（2×105）″とする。 

 なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ans 2 

解説 

ΔXAB=XB-XA=20-160＝-140、ΔYAB=YB-YA=190-50＝140 

tanT=ΔYAB/ΔXAB=140/（-140）＝-1 



T=arctan（ΔYAB/ΔXAB）＝-45°＝-45+180＝135° 

α＝285° 

θ＝T+α-360°＝60°（1.0472） 

D=100ｍ 

𝜎𝐷 = 5𝑚𝑚 

𝜎𝛼 = 5" 

C の座標 

𝑋𝐶 = 𝑋𝐴 + 𝐷𝑐𝑜𝑠 𝜃 = 160 + 100 cos 60° = 210.000𝑚 

ただし、cos60°＝0.5,sin60°＝0.8660 

𝑌𝐶 = 𝑌𝐴 + 𝐷𝑠𝑖𝑛 𝜃 = 20 + 100 sin 60° = 106.603𝑚 

𝜎𝑋𝐶
2 = (cos 𝜃𝜎𝐷)2 + (𝐷𝑠𝑖𝑛 𝜃𝜎𝜃)2 = 0.0000109"2 

𝜎𝑋𝐶 = 0.0033𝑚 = 3.3𝑚𝑚 

𝜎𝑌𝐶
2 = (sin 𝜃𝜎𝐷)2 + (𝐷𝑐𝑜𝑠 𝜃𝜎𝜃)2 = 0.0000203"2 

𝜎𝑋𝐶 = 0.0045𝑚 = 4.5𝑚𝑚 

解答 2 

〔Ｎ０．17〕 

   画面距離 10 cm， 画面の大きさ 17,000 画素×11,000 画素，撮像面での素子寸法６

μｍのデジタル航空カメラを鉛直下に向けて撮影した１枚の数値写真がある。 

   この数値写真には図 17 のように主点付近には正方形の平らな屋上を持つ建物が，主

点から画面の短辺と平行に左へ離れた場所には高塔の先端と根元を両端とする高塔の像が，

それぞれ写っている。なお，図 17 ではこれらの地物を実際より拡大して示している。 

   主点付近にある建物の屋上の一辺を数値写真上で計測したところ，300 画素の長さで

あった。この建物は標高 180 m の地点に立ち，建物の高さは 20 m， 屋上の一辺の実長は

36m である。 

   一方，高塔は標高Ｏｍで傾斜のない場所に立っている。数値写真上で計測したところ，

主点からこの高塔の先端までの長さは 4,000 画素，高塔の像の長さは 140 画素であった。

この高塔の高さは幾らか。最も近いものを次の１～５の中から選べ。 

   ただし，数値写真の主点と鉛直点け一致するものとし，建物の屋上の一辺，及び高塔

の像は画面の短辺と平行に写っているものとする。 

   また，高塔は鉛直方向にまっすぐに立ち，高塔の太さは考慮しないものとする。 

   なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関散表を使用すること。 

 

 



 

 

Ans 5 

解説 



 

建物屋上の写真上の長さ（ｍｍ）ℓ＝ℓ‘×素子寸法＝300 画素×6μｍ＝1.8ｍｍ 

建物屋上の縮尺分母数𝑚𝑏 =
𝐿

ℓ
=

36𝑚

1.8𝑚𝑚
= 20000 

建物屋上の撮影高度 H’＝𝑚𝑏 × 𝑓 = 20000 × 10𝑐𝑚 = 2000𝑚 

海面からの撮影高度 Ho=H‘+h+ΔH=2000+20+180＝2200ｍ 

Δr/r＝Δh/Ho 

高塔の高さΔh＝
∆𝑟

𝑟
× 𝐻𝑜 =

140 画素

400 画素
× 2200𝑚 = 77𝑚 

解答 5 

 

NO17

レンズ中心O

ｆ＝10ｃｍ

ｒ＝4000画素

写真

塔の像Δr=140画素 素子寸法6μm

ℓ=300画素

L=36ｍ

建物

ｈ＝20ｍ

A

ΔH=180m

Δｈ 高塔

B 海面

H'H
Ho



〔Ｎ０．18〕 

   次のａ～ｅの文は，リモートセンシングについて述べたものである。明らかに間違っ

ている 

  ものだけの組合せはどれか。次の１～５の中から選べ。 

a. 光学センサで広く採用されているプッシュブルーム走査方式のラインセンサでは，人工

衛星の進行とともに帯状に画像を取得しており，その画像は正射投影画像である。 

b.熱赤外線のリモートセンシングでは，対象物からの熱放射を観測するため，夜間でも水面

の温度今雲の分布を観測することができる。 

ｃ. 可視光の波長帯は，近赤外線の波長帯に比べて植物からの反射率が高い。 

d. 合成開ロレーダ（ＳＡＲ）は，対象物にマイクロ波を照射し，その反射波を受信して地

表面の状態を把握する能動型センサである。 

ｅ. 光学センサで受信する電磁波は，マイクロ波センサで受信する電磁波より波長が短く，

より雲を透過しづらい。 

 

 

 

 

 

Ans 2 

 

 

〔Ｎ０．19〕 

   次の１～５の文は，公共測量における地形測量及び写真測量のうち，三次元点群測量

について述べたものである。明らかに間違っているものはどれか。次の１～５の中から選べ。 

項目 〇/×

ｃ × 赤外線の方が高い

〇
光学センサで受信する電磁波は、マイクロ波で受信する電磁波より波長が

短く、雲を透過しにくい

説明文

ａ

ｂ

ｄ

e

光学センサのプッシュブルーム走査方式のラインセンサでは、人工衛星の

進行とともに帯状の画像を取得し、その画僧はオルソである

正射投影画像(オル

ソ）ではない

間違いの理由

熱赤外ＲＳでは、対象物からの熱放射を観測するため、夜間でも水面の温

度や、雲の分布を観測できる

可視光の波長帯は、赤外線の波長帯に比べ植物からの反射が高い

ＳＡＲは、対象物にマイクロ波を照射し、その反射波を受信して地表面の

状態を受信して地表面の状態を把握する能動型センサである

×

〇

〇



1. 地上レーザ測量では，地上レーザスキャナを用いて地形，地物等を計測し，取得したデ

ータから三次元点群データを作成する。 

2. ＵＡＶ（無人航空機）写真点群測量では，ＵＡＶにより地形，地物等を撮影し，その数

値写真を用いて三次元点群データを作成する。 

3. ＵＡＶレーザ測量では，ＵＡＶに搭載した位置姿勢データ取得装置及びレーザ測距装置

を用いて地形，地物等を計測し，三次元形状復元計算により三次元点群データを作成する。 

4. 車載写真レーザ測量では，車両に搭載した自車位置姿勢データ取得装置，レーザ測距装

置，計測用カメラなどを用いて道路及びその周辺の地形，地物等を計測し，取得した写真・

点群データから三次元点群データを作成する。 

5. 航空レーザ測量では，航空レーザ測量システムを用いて地形，地物等を計測し，レーザ

測距データと最適軌跡解析データの統合解析により，三次元点群データを作成する。 

 

 

 

Ans 3 

 

 

〔Ｎ０．20〕 

   次の１～５の文は，公共測量におけるＵＡＶ（無人航空機）レーザ測量について述べ

たものである。明らかに間違っているものはどれか。次の１～５の中から選べ。 

 標準的な計測点間隔は，要求点間隔（要求点密度等を満たすために均等かつ最小限に計測

する場合の点間隔）と定数θを用いて，計測点間隔＝要求点間隔／θ（ただし，θは 1.1～

1.5）で求めることを標準とする。 

 スキャン角度は，計測対象物へのレーザ光の入射角を 45゜以上とするとともに，必要な

計測距離を満たすように定めることを標準とする。 

準則365条

409条

437条

479条

535条

1

2

3

4

5

地上レーザ測量では、地上レーザスキャナを用いて地形、地物を計測し、

取得データから三次元点群データを作成する

UAV写真点群測量では、UAVで地形、地物を撮影し、その数値写真を用い

て三次元点群データを作成する

UAVレーザ測量では、IMU/レーザ測距装置で地形、地物を計測し、取得

したデータから三次元点群データと数値地形図データを作成する

「車載写真レーザ測量」とは、車両に自車位置姿勢データ取得装置、レー

ザ測距装置、計測用カメラ又は参照用カメラ及び解析ソフトウェアを搭載

した計測・解析システムを用いて道路及びその周辺の地形、地物等を計測

し、取得した写真・点群 データからオリジナルデータ等の三次元点群デー

タ及び数値地形図データを作成する作業をいう

「航空レーザ測量」とは、航空レーザ測量システムを用いて地形、地物等

を計測し、格子状 の標高データであるグリッドデータ等の三次元点群デー

タファイルを作成する作業をいう。

〇

〇

×

〇

〇



 計測対象物との距離は，使用するレーザ測距装置の最天測距距離の 80％以下となるよう

に定めることを標準とする。 

 コース間重複度は，30％以上とすることを標準とする。 

 ＵＡＶの位置の決定は，GNSS によるキネマティック法で行うものとし，キネマディック

解析で用いる固定局は，計測地域から直線距離で 80 km を超えないものとする。 

 

 

 

 

 

 

Ans 5 

解説 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔Ｎ０．21〕 

   図 21は，国土地理院刊行の電子地形図２５０００の一部（縮尺を変更）である。次

の１～５の文は，この図に表現されている内容について述べたものである。明らかに間違っ

ているものはどれか。次の１～５の中から選べ。 

   ただし，表 21に示す数値は，図 21に示す範囲の四隅の経緯度を表す。 

   なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。 

4 〇 448条7項

固定局は、計測地域から80ｋｍを超えない点を用いるものとする(正しくは50ｋｍ） × 同2項

451条1項

〇 448条6項
計測距離は、使用するレーザ測距装置の最大測距距離の８０パーセント以下で計測を

行うよう に定めることを標準とし、最大測距距離を超えないものとする

コース間重複度は、３０パーセント以上とすることを標準と する

ＵＡＶレーザ計測における位置の決定は、ＧＮＳＳによるキネマティック法で行うも

のとし、 キネマティック解析で用いる固定局には、電子基準点を用いることを原則

とする。
5

1

2

3

準的な計測点間隔は、要求点間隔（要求点密度等を満たすために均等かつ最小限に計

測する場合の 点間隔）と定数（θ）を用いた次の式で求めることを標準とする。 計

測点間隔＝要求点間隔／θ （θ：１．１～１．５）

準則448

条3項
〇

スキャン角度は、計測対象物へのレーザ光の入射角を４５度以上とするとともに、必

要な計測距離を 満たすように定めることを標準とする。また、コース間重複度の確

認においても同様とする。

〇 448条5項



 

 

 

 

 
1. 図の北東にある二つの病院間の水平距離は，320 m より良い。 

2. 変電所・発電所の標高は，およそ 25m である。 

3. 交番の経緯度は，およそ北緯 33゜ 1 が 23″，東経 132゜ 3 ボ 24″である。 

4. 博物館北にある水準点と図の南東にある三角点の斜距離は，1,000 m より長い。 

5. 別当六丁目西側にある崖には，上端と下端の比高が 20mより大きい場所がある。 



 

Ans 3 

1. 病院間の距離＝4.15ｃｍ/9.7㎝×1000ｍ＝428ｍ（〇） 

2. 変電所の標高は約 25ｍ（〇） 

 

 

3.  

交番の経度＝図面の左端経度+12 ㎝/24.7 ㎝×100“＝132°32‘36”+49“＝132°33’25” 

交番の緯度＝図面の下部の緯度+3.5ｃｍ/15.5ｃｍ×53“＝33°12‘11”+12“＝33°12’23” 

（経度が違うので×） 

4. 水平距離 S＝9.7ｃｍ/9.7ｃｍ×1000ｍ、高低差ｈ＝137ｍ-2.3ｍ＝134.7ｍ 

斜め距離 L=√10002+134.72)＝1009.ｍ（〇） 

5. 崖の記号の長さ 0.7 ㎝より 0.7/9.7ｃｍ×1000ｍ＝72ｍ（崖の高さ）なので（〇） 

解答 3 

 

 

 

 

 

水準点-三角点＝137-2.3ｍ＝134.7

tanα＝134.7/1000＝0.1347

0.133894

4.15㎝

9.7㎝

1
5
.5

㎝
(5
3
”)

3
.5

㎝

12㎝

24.7㎝(100”)

9.7㎝

0.7㎝



〔Ｎ０．22〕 

   地図投影法は，経緯練絹の形状によって，円筒図法，円錐図法，方位図法などに分類

できる。 

  方位図法で描かれた地図はどれか。次の１～５の中から選べ。 

 

 

 
 

Ans 1 

解説 



 

方位図法 

〔Ｎ０．23〕 

   次の１～５の文は，GIS の機能を使った地理空間情報の利用に関して述べたもので

ある。明らかに間違っているものはどれか。次の１～５の中から選べ。 

1. 航空レーザ測量で得た数値地形モデル（ＤＴＭ）と基盤地図情報の建築物の外周線デー

タのみを用いて，津波避難ビルの建物の高さを算出することができる。 

2. GISのジオリファレンスの機能により，過去の写真地図に座標を与えて，現在の地図と

重ね合わせて比較することができる。 

3. GISのネットワーク分析の機能により，ネットワーク化された道路中心線データと消防

署及び火災現場の位置を表す点データのみを用いて，消防署から火災現場までの最短ルー

トを表示することができる。 

4. GISのバッファリングと空間検索の機能により，自宅及び病院の位置を表す点データの

みを用いて，自宅から半径５ｋｍの範囲内にある病院を抽出することができる。 

5.G IS のボロノイ分割の機能により，公民館及び駅の位置を表す点データのみを用いて，

市内全域の各公民館からそれぞれ直線距離が最も短い駅を特定することができる。 

 

 

 

 

 

Ans 1 

1. 基盤地図情報の建築物の外周線データには建物の標高はないので、避難ビルの高さは算

出できない。（×） 

2. （〇） 

3. （〇） 

4. （〇） 

5. （〇） 



〔Ｎ０．24〕 

   次の１～５の文は，国土地理院がインターネットで提供している地図「地理院地図」

をはじめとするウェブブラウザ上でシームレスに移動・拡大・縮小できる二次元の地図（以

下「ウェブ地図」という。）について述べたものである。明らかに間違っているものはどれ

か。次の１～５の中から選べ。 

 

1. 地理院地図では，地図画像をタイル状に分割して配信している。個々のタイル画像は，

メルカトル投影の数式を使用した上で，正方形になるよう変換されている。なお，極域の一

部地域は配信対象から除外されている。 

2. ウェブ地図では，現在，地図表示のリクエストがあおる度に，その範囲のデータをサー

バ側で切り抜いて配信する方式が多く採用されている。 

3. 地理院地図では，地球を回転楕円体ではなく，地球の長半径を半径とした真球で投影す

る図法が採用されている。 

4. ウェブ地図のタイルとして配信されるデータには，ラスタ形式とベクタ形式のものかお

る。 

5. メルカトル投影法を用いて作成されたウェブ地図では，画面の解像度やウェブブラウザ

の拡大率及びズームレベルを変えない場合，同一の距離を表すスケールバーの画面上の長

さは高緯度ほど長くなる。 

 

 

Ans 2 

1. （〇） 

2. （×） 

3. （〇） 

4. （〇） 

5. （〇） 

 

 

〔Ｎ０．25〕 

   図 25のように国道と県道に接続する道路の建設を計画している。国道と県道はいず

れも直線である。新設する道路 P1～P6は，学校用地を避けて建設する予定で，基本型クロ

ソイド（対称型）とする。点 P2 及び点 P5はクロソイド曲線始点，点 P3及び点 P4 はクロ

ソイド曲線終点，曲線 P3～P4 は円曲線である。また，直線 P1～P2と国道，直線 P5～P6

と県道は直交するものとする。このとき，新設する道路 P1～P6の路線長け幾らか。最も近

いものを次の１～５の中から選べ。 

   ただし，円曲線の曲線半径冑＝100 m， クロソイドパラメー夕ｊ＝90 m， 交角７＝



90゜ ，直線 P1～P2の長さは 230 m， 直線 P5～P6 は 110 m とし，クロソイド曲線終点

の曲線半径は円曲線の曲線半径に一致させるものとする。 

   また，対象とする土地は平たんなものとする。 

   なお，円周率π＝3.142 とし，関数の値が必要な場合は，巻末の関数夫を使用するこ

と。 

 

 

 

Ans 4 



 

解説 

L＝
𝐴2

𝑅
=

902

100
= 81𝑚 

𝜏 =
𝐿

2𝑅
=

81

2 × 100
= 0.405 = 23.205° 

I=α+2τより 

α＝I-2τ＝90°-2×23.205°＝43.590°＝0.7608(rad) 

円曲線長 Lc＝Rα＝100ｍ×0.7608＝76.08ｍ 

P1~P6=110+2L+Lc+230=110+2×81+76.08+230＝578.08ｍ 

解答 4 

 

 

 

2
3
0
ｍ

110ｍ



[Ｎ０．26〕 

   次の１～５の文は，公共測量における用地測量について述べたものである。明らかに

間違っているものはどれか。次の１～５の中から選べ。 

1. 境界確認が完了したときは，土地境界確認書を作成し，関係権判者全員に確認したこと

の署名等を求める。 

2. 境界測量は，近傍の４級基準点以上の基準点に基づき，放射法等により行うものとする。

ただし，やむを得ない場合は，補助基準点を設置し，それに基づいて行うことができる。 

3. 平地における境界点間測量において，隣接する境界点間の距離が 30m の場合，較差の

許容範囲は 15mm を標準とする。 

4. 面積計算は，境界測量の成果に基づき，各筆等の取得用地及び残地の面積を算出し面積

計算書を作成する作業であり，原則として三斜法により行うものとする。 

5. 用地平面図データは，地図情報レベル 250 を標準として，用地実測図データの必要項目

を抽出するとともに，現地において建物等の主要地物を測定し作成する。 

 

 

 

Ans 4 

解説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 × 688条

5 〇 691条3項

3

2

1 〇 679条5項

〇 681条1

〇 686条2

境界確認が完了したときは、土地境界確認書を作成し、関係権利者全員に

確認したことの署名等を求 める

境界測量は、近傍の４級基準点以上の基準点に基づき、放射法等により行

うものとする。た だし、やむを得ない場合は、補助基準点を設置し、それ

に基づいて行うことができる。

平地における境界点間測量で、離接境界点間距離が30ｍの場合許容範囲30

ｍ/2000＝15ｍｍを標準とする。

面積計算は、座標法による。（三斜法は使用しない）

用地平面図は地図情報レベル250を標準にし、



〔Ｎ０．27〕 

   図 27は，境界点Ａ，Ｂ，Ｃを順に直線で結石境界線ＡＢＣで区割りされた甲及び乙

の所有する土地を示しており，表 27は，トータルステーションを用いて境界線の測量を行

い，水平角α，β及び距離 S1，S2 を測定した結果である。 

   甲及び乙の所有する土地の面積が変わらないように整正するため，新たに境界線Ａ

Ｐを設けることとした。このとき，ＣＰ間の距離を幾らにすればよいか。最も近いものを次

の１～５の中から選べ。 

   ただし，甲及び乙の所有する土地は平たんなものとする。 

   なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関散表を使用すること。 

 

 

 

 

 

 



 

Ans 2 

解説 

 

 
α＝135°、sin135°＝sin45°＝0.70711,cos135°=-cos45°＝-0.70711 

△ABC の面積 S=1/2S1S2sinα＝1/2×40ｍ×36ｍ×0.70711＝509.117ｍ2 

AC＝L の計算 

𝐿2 = 𝑆1
2 + 𝑆2

2 − 2𝑆1𝑆2 cos 𝛼 = 402 + 362 + 2 × 40 × 36 cos 135° = 4932.468 

L=70.232ｍ 

ΔABC の内角の計算 

𝑆2

sin 𝛾
=

𝐿

sin 𝛼
 

sin 𝛾 =
𝑆2

𝐿
sin 𝛼 =

36𝑚

70.232𝑚
× sin 135° = 0.362456 

𝛾 = 21.2511 = 21°15′4" 

𝛽′ = 180° − (135° + 21.2511) = 23.7489 = 23°44′56" 

＝300°

＝135°

＝40m

＝36m

S

ℓ
α＝135°

60°

s1

s2

β’

γ

β”



𝛽" = 𝛽′ + (360° − 300°) = 83.7489° = 83°44′56" 

ΔABC とΔACP の面積は同じ S なので 

𝑆 =
1

2
𝐿ℓ sin 𝛽" 

より 

ℓ =
2𝑆

𝐿𝑠𝑖𝑛 𝛽"
=

2 × 509.1169

70.232 × 0.994054
= 14.585𝑚 

解答 2 

〔Ｎ０．28〕 

   次のａ～ｅの文は，公共測量における河川測量について述べたものである。明らかに

間違っているものだけの組合せはどれか。次の１～５の中から選べ。 

a. 距離標設置測量の観測には，トータルステーションを用いる放射法，ＲＴＫ法，ネット

ワーク型ＲＴＫ法などを用いることができる。 

b. 水準基標測量は，２級水準測量により行うものとする。また，水準基標の位置を示すた

め，点の記を作成する。 

ｃ. 定期縦断測量は，山地においては３級水準測量により行うものとするが，地形，地物

等の状況によっては，３級水準測量に代えて４級水準測量により行うことができる。 

d. 定期横断測量は，水際杭を境にして，陸部及び本部に分け，陸部については路線測量の

横断測量の規定に準じて行い，木部については深浅測量の規定に準じて行う。 

ｅ. 深浅測量における水深の測定は，電波式水位計を用いて行うものとする。ただし，水

深が浅い場合は，ロッド又はレッドを用い直接測定により行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

Ans 5 

解説 



 

解答 5 

定期横断測量は、水際杭を境にして、陸部及び水部

に分け、陸部については路線測量の横断測量の規定

を準 用し、水部については深浅測量の規定を準用す

る

657条2項〇ｄ

水深の測定は、音響測深機を用いて行うものとす

る。ただし、水深が浅い場合は、ロッド又 はレッド

を用い直接測定により行うものとする（本文は電波

式水位計になっているので、これは間違い）

× 659条1項e

ｂ

ａ

定期縦断測量は、山地では4級水準測量で行い、場合

によっては間接水準測量で行うことができる。(本文

は3級になっているので間違い）

× 655条3項ｃ

距離標設置測量の観測には、ＴＳを用いる放射法、

キネマティック法、ＲＴＫ法、ネットワーク型ＲＴ

Ｋ法などを用いることができる。

準則651

条3項

一、二

〇

水準基標測量は、２級水準測量により行い、水準基

標の位置を示すため点の記を作成する

653条1

項、4項
〇


